
これからの時代に求められる資質・能力を育むための
カリキュラム・マネジメントの在り方に関する調査研究
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三重県 亀山市教育委員会



本日報告すること

1. はじめに

2. 調査研究の背景

3. 調査研究の内容

4. 国語科の取組

5. 外国語科の取組

6. 取組の成果と課題

7. 終わりに
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1.はじめに
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小学校１１校 児童数 計２９２１名

中学校 ３校 生徒数 計１２６５名
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【亀山市教育大綱より】

学びあふれる教育のまち かめやま

～豊かな自然と歴史文化の中で、「ふるさと亀山」を受け継ぎ未来を拓く学び～

【亀山市学校教育ビジョンより】

希望に輝く 心ゆたかな 亀山の子どもたち

2.調査研究の背景
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国語科

2.調査研究の背景

外国語に慣れ親しむ時間が少ない

外国語科

教員の外国語指導に対する不安

言語事項の定着が低い
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次期学習指導要領
３年生から６年生 年間標準授業時数が３５単位時間増加

小学校におけるカリキュラム・マネジメントの在り方

3. 調査研究の内容

児童の学びの質の向上

児童や学校、地域の実態を踏まえた弾力性と
恒常性のバランスのとれた時間割編成
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【時間帯の設定】

3.調査研究の内容

４５分授業のコマは増やさず、
短時間の授業を設定（１５分×週３回）
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３・４年生
国語科

書く力をのばすための
言語事項の定着

【短時間学習の目的】

3.調査研究の内容

５・６年
外国語科

外国語への慣れ親しみ
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教育委員会が
年間指導計画・学習プラン・教材作成

３・４年生 国語科
短時間学習

・小単元の学習
・ワークシートを活用

した授業

５・６年生外国語科
短時間学習

・｢話す｣「聞く｣の学習
・ICTを活用した授業

3.調査研究の内容



3.調査研究の内容

実践校 4校 → 市内全小学校へ
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4.国語科の取組【H29年度】

問題ワーク
シート
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ワークシートの進度差への対応

見えてきた課題

4.国語科の取組【H29年度】

45分授業との関連性を考えた
短時間学習の効果的な配列や
授業展開の工夫
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熟
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葉
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①
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③

（
１

）
訓
を
手
が
か
り
に
熟
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熟
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①

（
２

）
原
こ
う
用
紙
の
書
き
方
に
気
を
つ
け
て
書
こ
う
②

原
稿
用
紙
の
書
き
方

（
６

）
訓
を
手
が
か
り
に
し
て

、
熟
語
の
意
味
や
漢
字
の
組
み
合
わ
せ
を
考
え
よ
う

。

（
５

）
訓
を
手
が
か
り
に
し
て

、
熟
語
の
意
味
や
漢
字
の
組
み
合
わ
せ
を
考
え
よ
う

。

（
４

）
い
ろ
い
ろ
な
漢
字
の
組
み
合
わ
せ
の
熟
語
を
見
つ
け
よ
う

。

（
３

）
漢
字
の
復
習
を
し
よ
う

。
③

（
２

）
漢
字
の
復
習
を
し
よ
う

。
②

（
１

）
漢
字
の
復
習
を
し
よ
う

。
①
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２
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３
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２
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②
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３
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入
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５
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。
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葉
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12・１３・１４の２枚目は余裕があればお使いください。

短
時
間
学
習
・
単
元
名
・
教
材
名
・
め
あ
て

1月2月

漢
字
の
広
場
５

第２週

季
節
の
言
葉
４
　
冬
の
景
色

（
１

）
冬
の
風
景
を
表
す
言
葉
に
親
し
も
う

。

14

4.国語科の取組【H30年度】

月
6 5 4

十
年
後
の
わ
た
し
へ

未
来
の
自
分
に
手
紙
を
書
こ
う

初
雪
の
ふ
る
日

読
ん
で
感
じ
た
こ
と
が
伝
わ
る

よ
う
に
音
読
を
し
よ
う

わ
た
し
の
研
究
レ
ポ
ー
ト

本
で
調
べ
て
ほ
う
こ
く
す
る

文
章
を
書
こ
う

聞
き
取
り
メ
モ
の
工
夫

塚
本
勝
巳

ウ
ナ
ギ
の
な
ぞ
を
追
っ
て

き
ょ
う
み
を
も
っ
た
と
こ
ろ
を

中
心
に
し
ょ
う
か
い
し
よ
う

野
原
に
集
ま
れ

の
は
ら
う
た

（
詩

）
　
工
藤
直
子

詩
を
楽
し
も
う

単
元
名
・
教
材
名

2 7 15 6 8 6 2 時数

週

ロ
ー
マ
字

30 29 28 27 26 25 24 23 22 21 20 19 18 17 16 15 14 13 12 11 10 9 8 7 6 5 4 3 2 1 ワークシート
Ｎｏ

（
２

）
に
た
意
味
を
も
つ
漢
字
の
組
み
合
わ
せ
の
熟
語
を
見
つ
け
よ
う

。

（
１

）
言
葉
の
意
味
を
考
え
て

、
正
し
く
漢
字
を
書
こ
う

。
①

（
３

）
原
こ
う
用
紙
の
書
き
方
に
気
を
つ
け
て
書
こ
う
③

（
１

）
訓
を
手
が
か
り
に
熟
語
の
意
味
を
考
え
よ
う

。

（
３

）
反
対
の
意
味
を
も
つ
漢
字
の
組
み
合
わ
せ
の
熟
語
を
見
つ
け
よ
う

。

（
１

）
原
こ
う
用
紙
の
書
き
方
に
気
を
つ
け
て
書
こ
う
①

（
２

）
原
こ
う
用
紙
の
書
き
方
に
気
を
つ
け
て
書
こ
う
②

原
稿
用
紙
の
書
き
方

（
６

）
訓
を
手
が
か
り
に
し
て

、
熟
語
の
意
味
や
漢
字
の
組
み
合
わ
せ
を
考
え
よ
う

。

（
５

）
訓
を
手
が
か
り
に
し
て

、
熟
語
の
意
味
や
漢
字
の
組
み
合
わ
せ
を
考
え
よ
う

。

（
４

）
い
ろ
い
ろ
な
漢
字
の
組
み
合
わ
せ
の
熟
語
を
見
つ
け
よ
う

。

（
３

）
漢
字
の
復
習
を
し
よ
う

。
③

（
２

）
漢
字
の
復
習
を
し
よ
う

。
②

（
１

）
漢
字
の
復
習
を
し
よ
う

。
①

（
３

）
学
習
し
た
漢
字
で
書
い
て
み
よ
う

。

（
２

）
学
習
し
た
漢
字
を
使
っ
て
文
を
つ
く
ろ
う

。

漢
字
の
広
場
６

（
１

）
学
習
し
た
漢
字
を
読
ん
だ
り

、
書
い
た
り
し
よ
う

。

第２週 第４週 第３週 第２週

（
３

）
ロ
ー
マ
字
を
読
ん
だ
り

、
ロ
ー
マ
字
を
書
い
た
り
し
よ
う

。
③

（
２

）
ロ
ー
マ
字
を
読
ん
だ
り

、
ロ
ー
マ
字
を
書
い
た
り
し
よ
う

。
②

（
１

）
ロ
ー
マ
字
を
読
ん
だ
り

、
ロ
ー
マ
字
を
書
い
た
り
し
よ
う

。
①

（
３

）
い
ろ
い
ろ
な
問
題
に
挑
戦
し
よ
う

。

（
２

）
言
葉
の
意
味
を
考
え
て

、
正
し
く
漢
字
を
書
こ
う

。
②

ま
ち
が
え
や
す
い
漢
字

（
３

）
名
前
や
住
所

、
日
付
な
ど
を
書
く
位
置
に
気
を
つ
け
て
は
が
き
を
書
こ
う

。

第4週 第３週

（
４

）
見
つ
け
た

｢
冬

」
の
様
子
を
入
れ
て
手
紙
を
書
こ
う

。

（
５

）
よ
う
す
を
思
い
浮
か
べ
な
が
ら

「
冬

」
の
俳
句
を
読
も
う

。

（
６

）
漢
字
の
復
習
を
し
よ
う

。

3月

第四学年　第三学期　国語科学習指導計画

第3週

漢
字
の
復
習
を
し
よ
う

第１週

熟
語
の
意
味

（
１

）
学
習
し
た
漢
字
を
読
ん
だ
り

、
書
い
た
り
し
よ
う

。

（
２

）
学
習
し
た
漢
字
を
使
っ
て
文
を
つ
く
ろ
う

。

（
３

）
学
習
し
た
漢
字
で
書
い
て
み
よ
う

。

第1週

グレーの部分については、学習の進度に合わせてお使いください。

（
２

）
冬
の
風
景
を
表
す
言
葉
を
た
く
さ
ん
見
つ
け
よ
う

。

12・１３・１４の２枚目は余裕があればお使いください。

短
時
間
学
習
・
単
元
名
・
教
材
名
・
め
あ
て

1月2月

漢
字
の
広
場
５

第２週

季
節
の
言
葉
４
　
冬
の
景
色

（
１

）
冬
の
風
景
を
表
す
言
葉
に
親
し
も
う

。

ワークシートの
量の見直し



      

（
１
）
に
た
意
味
を
も
つ
漢
字
の
組
み
合
わ
せ
の 

熟
語 

  
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

 

    

   

チ
ャ
レ
ン
ジ
① 

  

 

    

 

①  

（  
 

 
 

 
 

） 

家 

 

②  

（  
 

 
 

 
 

） 

付 

 
③  

（  
 

 
 

 
 

） 

生 

 

④  

（  
 

 
 

 
 

） 

学 

 

①  

（  
 

 
 

 
 

） 

河 

 

②  

（  
 

 
 

 
 

） 

豊 

 

③  （  
 

 
 

 
 

 

） 

分 

 

④  

（  
 

 
 

 
 

） 

岩 

 

⑤  

（  
 

 
 

 
 

） 

起 

 
⑥  

（  
 

 
 

 
 

） 

身 

 
⑦  （  

 
 

 
 

 
 

） 

衣 

 

⑧  

（  
 

 
 

 
 

） 

 

冷 

 

加
入
（
加
え
る
・入
れ
る
）  

願
望
（
願
う
・
望
む
）  

 

選
挙
（選
ぶ
・挙
げ
る
）  

 
救
助
（救
う
・助
け
る
）  

 
 

 
 

 
 

 

習
・
着
・屋
・
産 

意
味
の
に
て
い
る
漢
字
を 

 
 
 
 
 

か
ら
選
ん
で
、
熟
語

じ
ゅ
く
ご

を
つ
く
り
ま
し
ょ
う
。
で
き
た
熟
語
の
読
み
も
書

き
ま
し
ょ
う
。 

 

月 
 

日
（ 

 
 

） 
 
 
 

年 

名
前 

《め
あ
て 
に
た
意
味
を
も
つ
漢
字
の
組
み
合
わ
せ
の
熟
語
を
見
つ
け
よ
う
》  

 

 
 

四年下 P93 

 

石
・
富
・服
・立
・寒
・別
・体
・川 

意
味
の
に
て
い
る
漢
字
を 

 
 
 
 
 

か
ら
選
ん
で
、
熟
語

じ
ゅ
く
ご

を
つ
く
り
ま
し
ょ
う
。
で
き
た
熟
語
の
読
み
も
書

き
ま
し
ょ
う
。 

 

じ
ゅ
く
ご 

じ
ゅ
く
ご 

じ
ゅ
く
ご 

熟
語
の
意
味 

11 

チャレンジ問題を設定

4.国語科の取組【H30年度】
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15分短時間学習と45分授業との関連

4.国語科の取組【H30年度】

15分45分
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授業展開

Warming up

• 歌・チャンツ

• 天気・曜日・月・数・ジェスチャー

Challenge

• 表現練習

• ①教師と児童のやりとり

• ②児童と児童のやりとり

Looking back

• ふり返り

• それぞれの内容を

• A,B,Cで自己評価をする。
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5.外国語科の取組【H29年度】
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5.外国語科の取組【H29年度】

見えてきた課題

子どもたちの実態に合わせた教
材活用の工夫

パフォーマンス評価の基準や方
法の統一



幅をもたせた指導計画の提示

5.外国語科の取組【H30年度】
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パフォーマンス評価

5.外国語科の取組【H30年度】



6.取組の成果と課題

成果その１

短時間学習年間指導計画や
指導方法の共有

教員の授業力の向上

（国語科・外国語科）
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6.取組の成果と課題

成果その2
繰り返し学習による定着

辞書の利用に関する事項（国語辞典）

H30 １月

（3年生時）
H30 6月

（4年生時）

50

55

60

65

70

75

80

85

文字に関する事項（ローマ字）

20

25

30

35

40

45

50

55

60

65

H30 １月
（3年生時）

H30 6月
（4年生時）

34.5%

58.5%

66%

82.5%

（国語科）
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6.取組の成果と課題

14%
19%

57%

0%

10%

20%

30%

40%

50%

60%

英語でのやりとりについて

H29 12月 H30 6月 H30 12

月
（5年生時）（6年生時）

成果その2

81%

H29 5年

生

H30 6年

生
（12月）

67%

「友だちと英語で
話すことは好きですか」

【児童アンケート結果】

（外国語科）
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6.取組の成果と課題

成果その3

カリキュラム・マネジメント
タイム・マネジメント

学習内容に応じた
効果的な時間運用

（国語科・外国語科）
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6.取組の成果と課題

指導計画通り進められたか
【教員アンケート結果】

5%

29%

86%

71%

10%
H30

6月

H30

12月

順調である 概ね順調である 順調でない

16%

68%

74%

32%

11%
H30

6月

H30

12月

【国語科】

【外国語科】
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6.取組の成果と課題

成果その４

教員の負担軽減

年間指導計画・学習プラン
教材の作成・共有

（国語科・外国語科）
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6.取組の成果と課題

課題その1

教科書改訂への対応

• 年間指導計画や単元構想の見直し

（国語科・外国語科）
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6.取組の成果と課題

課題その2

短時間学習に適した
学習課題の選定

• ワークシートの分量

• 定着、習熟を図る学習内容

（国語科）
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6.取組の成果と課題

課題その3

客観的な評価の在り方

• CAN-DOリストの活用

• 外部試験の導入

（外国語科）
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7.終わりに

◆互見授業を通した小中学校の
授業交流

◆中学校英語科教員による小学校
外国語科の指導

小中9年間の学びを支える
連携・協力体制と教員の意識の向上
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